
令和2年3月11日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

コメント

授業改善推進プランを、授業に生かす。

・人間性が教員の指導に感心がよい
・一人一人への対応が素晴らしい。
・学ぶ意欲については、児童によってバラつきがあると思いま
す。つまずいてしまった児童が置いて行かれないようにしてい
く環境づくりが大切だと感じました。

【これまでの取組】
・「早寝、早起き、朝ごはん」は生活習慣
を記録するカードを使用し、望ましい生
活習慣が身に付いているかどうか、
チェックさせた。
・食育では、栄養士がメニューを工夫
し、子供が好まない食材もおいしく食べ
られるようにした。
・持久走練習や長縄大会を通して、全
校で体を動かす機会を計画的に設定し
た。
・体育の研究では、器械運動と体つくり
運動を行い、児童の運動の体験を多く
した。
【今後の改善策】
・体力向上は、個々人が自らの体力や
好みの運動を把握することで、目標や
意欲が出るため、スモールステップの目
標をもたせ運動に取り組むようにする。
・体育朝会や休み時間を工夫し、子供
たちが少しでも運動に親しむことができ
るようにする。

プ
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１
　
未
来
社
会
を
創
造
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に
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き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

４：児童アンケート「勉強
や運動に一生懸命に取り
組んでいる」と肯定的に
回答した児童の割合が9
割以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。

自分の思いや考えをまとめたり、友達に伝
えたりする伝え合ったり、話し合ったりする
活動を取り入れた授業を実施する。

１：児童アンケート「勉強
や運動に一生懸命に取り
組んでいる」と肯定的に
回答した児童の割合が6
割以上

学習指導講師等による算数・数学・英語の
補習を実施する。
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・教員の熱意が向上
・本当にコミュニケーション能力が大事です。
・プラン１，２に共通して必要となる資機材などの環境整備に
伊東奨学会との連携などを進めたいと思います。
・わくわくスクールの講師の方が、何か質問、感想などはあり
ますかと聞くと、いつも同じ児童が答えることが多いです。自分
の思いや考えをうまく伝えられない児童が安心して伝えられる
授業になるとよいと思います。

３：児童アンケート「勉強
や運動に一生懸命に取り
組んでいる」と肯定的に
回答した児童の割合が8
割以上

【これまでの取組】
・主任教諭によるOJT研修を実施、教
員が互いに学べる機会を作った。
・学校公開の授業評価を自らの授業
改善に役立てた。
・校内委員会を定期的に開催し、特
別な支援を要する児童への支援を決
めたり、支援後の状況を共有したりし
た。

【今後の改善策】
・授業はまずは教室の学習環境を整
えることから始め、徹底する。
・校内研究を軸に、授業づくりに力を
入れ、児童の言語環境、学習環境、
ICT環境を整えていく。
・外部から講師を呼んだり、研修を受
けた教員を講師としたりし、新しいこと
や、児童に対する指導にとって必要
なことを学べる機会をつくる。

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計
画を作成し、計画に基づいた体育指導や
「一校一取組」運動や「一学級一実践」運動
を実践する。

・相手を思いやる習慣が大切である。
・PTA、地域の活動においても子供の自己有用感などが高ま
るよう努めていきたいと思います。
・中萩の児童は自己肯定感、自己有用感が高い子供が多いと
思います。園芸ボランティアの活動の時に、委員会の子どもた
ちは積極的に声を掛けてくれますし、他の学年の子どもも帰り
際に手伝ってくれます。自分に手伝えることがあると感じる児
童が多いのはとてもうれしいです。

・体力の向上がよくわかる。
・子どもが運動に親しむ機会を学校外でも増やすことができる
よう検討してまいります。
・給食指導はとても良くできていると思います。朝、大縄の練
習をしている様子を見かけます。寒いのにがんばっているなと
思いました。
・取組内容にやや疑問がある。スポーツに親しむ心の育成に
なっているのか？

・教員の指導が大変だと思いますが、熱心に力を付けている。
・先生方は限られた時間の中で、子供たちのために努力され
た結果だと思います。
・教員の働き方改革などを後押しし、より良い教育環境となる
よう協力していきたいと思います。
・外部講師を呼ぶ際に、学校支援としてもっとお手伝いできれ
ばと思います。いつでも声を掛けてください。

３：児童・保護者アンケー
トともに「先生はわかりや
すく勉強を教えている」に
肯定的な回答をしたそれ
ぞれの割合が8割以上

２：児童・保護者アンケー
トともに「先生はわかりや
すく勉強を教えている」に
肯定的な回答をしたそれ
ぞれの割合が7割以上

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法につ
いて、指導する。

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

本校の教育活動の中で子供の活躍できる
場を設け、責任をもって最後まで取り組め
るよう支援する。

【これまでの取組】
・学校生活調査により、ストレス症状
が見られた児童には、担任だけでなく
スクールカウンセラーにも協力しても
らい、面談を行った。
・問題行動や不登校に関しては、未
然防止のためにSNSルールやお金の
扱い方など指導を行った。また、問題
行動を起こした児童や不登校気味の
児童については、ケース会議を開
き、現状の把握と今後の対策につい
て話し合い、場合によっては関係諸
機関に連絡をして対応した。
・各学級、学年、委員会活動やクラブ
活動等、一人一人に役割を与え、活
躍できる場面を意図的、計画的に設
定した。

【今後の改善策】
・各学級に子供の居場所があること、
活躍の場があること、互いに認め合う
ことができることを学級経営の柱と
し、心地よい集団作りを目指す。
・今後も、問題行動や不登校につい
ての未然防止策をとり、もしも発生し
たときでも、即対応し、大きくならない
ようにする。(教員同士が連携をとり、
一番良い方法で対応できるようにす
る）
・学校生活調査や各種アンケート調
査を実施し、児童理解に努め、常に
集団の状況と一人一人の子どもの様
子を把握する。

・地域との連携等に力を入れている。
・家庭学習の定着に向けた取組を保護者の側からも意見を募
るなど工夫して進めていただくことを期待します。
・これからの児童が楽しく参加できるわくわくスクールを企画し
ていきたいと思います。地域の方との連携を学校支援としても
努力して行きたいと思います。

【これまでの取組】
・学校支援地域本部と連携し、ゲスト
ティーチャーや学習ボランティアを招
き、児童の学習を支援していただい
た。
・夏休みわくわくスクールでは、学校
支援地域本部の運営により、たくさん
の体験的な学習をしていただいた。
・学校のHP更新を担当を決めて行っ
た。
・家庭学習については学年や学級で
取組を決めて、保護者の協力を仰い
だ。

【今後の改善策】
・家庭学習はなかなか定着しない。
保護者にも家庭学習の必要性を理解
してもらい、家庭で学習する習慣を身
に付けられるようにする。
・学校での様子が家庭まで伝わって
いないことがあるため、HPの更新だ
けでなく、学校からの配布物や校内
の掲示物にも学校の様子が分かるよ
うな工夫をする。
・地域の教材を使った学習を開発す
るために、教材集めを行う。

４：児童アンケート「進んで体を動
かしている」と肯定的な回答をし
た児童の割合7割以上。保護者ア
ンケート「学校は、健康教育を推
進し、体力の向上に努めてい
る。」で肯定的回答をした保護者
の割合7割以上
４：児童アンケート「進んで体を動
かしている」と肯定的な回答をし
た児童の割合6割以上。保護者ア
ンケート「学校は、健康教育を推
進し、体力の向上に努めてい
る。」で肯定的回答をした保護者
の割合6割以上

これまでの取組
今後の改善策

目標

２：国語、算数のワークテ
スト(国：読むこと、算：知
識理解）の正答率が8割
取れる子どもの割合が7
割いる。

3２：児童アンケート「勉強
や運動に一生懸命に取り
組んでいる」と肯定的に
回答した児童の割合が7
割以上

マラソン大会、駅伝大会、長縄記録会、オリ
パラ教育などを活用し、体力向上や外遊び
を推進する。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

「話をよく聞く」「授業に必要な道具を忘れ
ずに持ってくる」など、学習規律が整った、
落ち着いた学習環境を作っている。(学習の
きまり参照)

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生徒
に対して組織的に対応する。

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の向
上など、生涯
にわたって健
康増進を図る
意識の向上
をめざしま
す。

互いに授業を見合い、ねらいと評価の明確
な授業つくりに努めている。

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。
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3

成果
評価

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

１：児童・保護者アンケー
トともに「先生はわかりや
すく勉強を教えている」に
肯定的な回答をしたそれ
ぞれの割合が6割以上

４：児童・保護者アンケー
トともに「先生はわかりや
すく勉強を教えている」に
肯定的な回答をしたそれ
ぞれの割合が9割以上
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３：保護者アンケート「学
校は、保護者や地域と一
緒に揚力して教育活動を
行っている。」に肯定的な
回答をした割合が8割以
上

２：保護者アンケート「学
校は、保護者や地域と一
緒に揚力して教育活動を
行っている。」に肯定的な
回答をした割合が7割以
上

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

保護者と連携し、学年×10分の家庭学習を
推進する。

３：国語、算数のワークテ
スト(国：読むこと、算：知
識理解）の正答率が8割
取れる子どもの割合が8
割いる。

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評価
に必要な学校の情報を適切に提供し、適正
な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを作
ります。

１：保護者アンケート「学
校は、保護者や地域と一
緒に揚力して教育活動を
行っている。」に肯定的な
回答をした割合が6割以
上

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

校内委員会等を確実に実施し、学校におけ
る特別支援教育を推進する。

４：児童アンケートで「学
校生活は楽しいですか」
に肯定的な回答をした児
童の割合9割以上。か
つ、保護者アンケートで
「子どもは、学校に行くの
を楽しみにしている。」と
答えた保護者の割合が9
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プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ちた
豊かな心を
はぐくみま
す。

◎学校教育目標　～夢をもって　未来をきり拓く　中萩中の子ども～
　・よく考える子…朝学習(読書タイム、漢字タイム、算数タイム）・スピーチ大会・問題解決学習の推進
　・思いやりのある子…正しい言葉遣い、あいさつの指導、縦割り班活動、地域ボランティア活動への参加
　・たくましい子…基本的生活習慣（運動・睡眠・食事・排便等）の確立、体力向上（マラソン週間、マラソン大会、駅伝大会、長縄集会等）
校内研究主題：どの子も運動の楽しさを実感できる体育指導の工夫　＜支え合いの活動を通して＞（領域：体つくり運動(遊び)、器械運動・器械・器具を使っての運動遊び(マット)）
特色ある教育活動…地域との交流①商店街主催の阿波踊り大会への参加②特別養護老人ホームでの福祉体験、高齢者への配色サービス体験

１：国語、算数のワークテ
スト(国：読むこと、算：知
識理解）の正答率が8割
取れる子どもの割合が6
割いる。

【これまでの取組】
・プログラミング教育を進めるにあたり、
ICTサポーターの協力を得、教材の使用方
法についての教員向け研修を行った。ま
た、ICT担当者の授業実践を見て、タブ
レットを使用した授業を行うようになり、少
しずつではあるがプログラミング教育の素
地ができた。
・校内研究では、体育の「体つくり運動」を
行い、児童が運動することが楽しい、心地
よいという経験を多くもてるようにした。
・毎年行っているスピーチ大会では、自分
の思いや考えを話す経験をさせている。
【今後の改善策】
・外国語が新指導要領完全実施のため、
5，6年生は教科化となる。コミュニケーショ
ンに必要な語彙や基本文型を覚えること
で、外国語でのやり取りが成立できるよう
にする。
・プログラミング教育を推進し、教員の全員
が授業を実施する。
・各教科の授業で伝え合いの場を設け、対
話的な授業の展開を意識する。

４：国語、算数のワークテ
スト(国：読むこと、算：知
識理解）の正答率が8割
取れる子どもの割合が9
割いる。
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【これまでの取組】
・国(読むこと)、算(知識理解)のワーク
テストの正答率8割とれる子供の割合
は8割以上となった。日々の授業が確
実に行われている成果がでている。
・算数では「東京ベーシックドリル」の
診断シートを行い、学習の定着度を
確認した。
・学習規律を整えて授業を行うことを
徹底させた。

【今後の改善策】
・「東京ベーシックドリル」は成果が出
た学年と、あまり出なかった学年が
あった。学校としてどの学年も同じ取
組をし、均一な成果をだしていく。
・算数は知識理解と同時に、思考力
の育成にも力を入れていく。

４：保護者アンケート「学
校は、保護者や地域と一
緒に揚力して教育活動を
行っている」に肯定的な
回答をした割合が9割以
上

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の

増
進

４：児童アンケート「進んで体を動
かしている」と肯定的な回答をし
た児童の割合9割以上。保護者ア
ンケート「学校は、健康教育を推
進し、体力の向上に努めてい
る。」で肯定的回答をした保護者
の割合9割以上
３：児童アンケート「進んで体を動
かしている」と肯定的な回答をし
た児童の割合8割以上。保護者ア
ンケート「学校は、健康教育を推
進し、体力の向上に努めてい
る。」で肯定的回答をした保護者
の割合8割以上

３：児童アンケートで「学
校生活は楽しいですか」
に肯定的な回答をした児
童の割合8割以上。か
つ、保護者アンケートで
「子どもは、学校に行くの
を楽しみにしている。」と
答えた保護者の割合が8
２：児童アンケートで「学
校生活は楽しいですか」
に肯定的な回答をした児
童の割合7割以上。か
つ、保護者アンケートで
「子どもは、学校に行くの
を楽しみにしている。」と
答えた保護者の割合が7
割以上

１：児童アンケートで「学
校生活は楽しいですか」
に肯定的な回答をした児
童の割合6割以上。か
つ、保護者アンケートで
「子どもは、学校に行くの
を楽しみにしている。」と
答えた保護者の割合が6
割以上
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目標に対する成果指標のアンケートについて
・保護者アンケート 解答者数 ３４０名
・児童アンケート 解答者数 ４５７名


